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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
プ
レ
イ
ベ
ン
ト  

第 

一 

回　
　
開
催
場
所
：
東
京
芸
術
劇
場
５
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２

企
画
展
　「
生
誕
八
〇
周
年
記
念
　
横 

山 

光 

輝

�

～
昭
和
か
ら
平
成
へ
　
マ
ン
ガ
の
鉄
人
が
駆
け
抜
け
た
軌
跡
～
」

会
期
：
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
〇
月
一
日
（
水
）
～
一
〇
月
一
八
日
（
土
）　
※
一
〇
月
六
日
（
月
）
は
休
館

開
館
時
間
：
九
時
半
～
十
七
時（
最
終
入
場
十
六
時
半
）
最
終
日
は
十
六
時
閉
館（
最
終
入
場
十
五
時
半
）　
観
覧
無
料

鉄人28号©光プロダクション

■
横よ

こ
や
ま
み
つ
て
る

山
光
輝
と
豊
島
区

　

横
山
光
輝
は
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
か
ら
豊
島
区
千
早
に
新
居

を
構
え
、
没
す
る
ま
で
の
四
五
年
間
、
こ
の
地
を
拠
点
に
マ
ン
ガ
作
品
の

創
作
を
し
て
き
ま
し
た
。
転
居
前
の
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
か
ら
約

一
一
年
間
連
載
さ
れ
た
「
鉄
人
28
号
」
を
は
じ
め
、「
伊い

賀が

の
影か

げ

丸ま
る

」、

「
仮
面
の
忍
者
赤あ
か

影か
げ

」、「
バ
ビ
ル
２
世
」、「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」、「
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
ロ
ボ
」、「
三
国
志
」
な
ど
二
〇
〇
点
以
上
も
の
作
品
が
豊
島
区

で
創
作
さ
れ
世
に
送
り
出
さ
れ
た
の
で
す
。
戦
後
の
マ
ン
ガ
文
化
を
支

え
、一
九
六
〇
年
代
全
般
の
繁は
ん

忙ぼ
う

期き

に
は
、一
日
二
時
間
の
睡
眠
で
、
ひ
と

月
六
～
九
本
の
作
品
を
抱
え
、
月
平
均
約
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
原
稿
を
描
い

て
い
た
と
い
う
横
山
は
、
ま
さ
に
【
マ
ン
ガ
の
鉄
人
】
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

■
上
京
の
き
っ
か
け

　

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
六
月
一
八
日
に
神
戸
市
須す

磨ま

区
に
生
ま
れ
た

横
山
光
輝
は
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
三
月
に
、
大
阪
の
貸
本
マ
ン

ガ
専
門
出
版
社
東と
う
こ
う
ど
う

光
堂
か
ら
『
音お
と

無な

し
の
剣
』
で
本
格
デ
ビ
ュ
ー
を
し
ま

す
。
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
、
雑
誌
『
少
女
』
の
打
ち
合
わ
せ
で
東

京
の
出
版
社
へ
出
向
い
た
と
き
、
た
ま
た
ま
持
っ
て
い
た
貸
本
マ
ン
ガ
向

け
の
マ
ン
ガ
原
稿
を
、
雑
誌
『
少
年
』
の
編
集
者
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
タ

イ
ト
ル
変
更
は
あ
る
も
の
の
即
採
用
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
作

品
が
「
鉄
人
28
号
」
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
機
に
、
横
山
は
神
戸
か
ら

上
京
し
、
新
宿
区
内
で
居
を
転
々
と
し
な
が
ら
四
年
後
、
豊
島
区
に
新
居

を
構
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

■
展
示
の
み
ど
こ
ろ

　

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
マ
ン
ガ
文
化
史
上
記
憶
と
記
録
に
残
る
大

き
な
功
績
を
残
し
て
き
た
マ
ン
ガ
家
横
山
光
輝
の
生
誕
八
〇
周
年
に
あ
た

る
今
年
は
、
同
時
に
没
後
一
〇
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
豊
島
区
ゆ
か

り
の
文
化
人
と
し
て
、
横
山
光
輝
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
光
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
の
協
力
と
監
修
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
未
公
開
だ
っ
た
原
画
・
原

稿
を
含
む
五
一
点
の
複
製
原
画
を
製
作
し
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
横
山
作

品
の
出
版
や
映
像
化
に
関
わ
っ
て
き
た
方
々
の
取
材
協
力
を
得
て
、
横
山

光
輝
の
人
物
像
を
貴
重
な
資
料
や
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

�

（
文
学
・
マ
ン
ガ　

荒
川
）

□
お
問
い
合
せ
先
　
文
化
デ
ザ
イ
ン
課
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
準
備
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
番
号
（
〇
三
）
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九
八
〇
・
三
一
七
七
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教
科
書
や
ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具
を
ラ
ン
ド
セ

ル
に
詰
め
込
ん
で
小
学
校
に
通
っ
た
記
憶
は
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
懐
か
し
い
思
い
出
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
毎
日
、
使
っ
て
い
た
学
び
の

道
具
は
、
進
級
・
進
学
・
卒
業
な
ど
を
機
に
い

つ
し
か
、
私
た
ち
の
手
を
離
れ
て
い
き
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
賞
状
や
記
念
品
は
家
の
ど
こ

か
に
残
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日

常
の
な
か
で
、
い
つ
も
身
近
に
あ
っ
た
道
具
ほ

ど
残
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

現
在
、
当
館
で
開
催
し
て
い
る
秋
の
収
蔵
資

料
展
「
博
物
館
資
料
に
な
っ
た
学
び
の
道
具
～

読
む
・
書
く
・
触
れ
る
・
着
る
・
運
ぶ
～
」（
①
）

は
、
そ
ん
な
誰
も
が
一
度
は
使
っ
て
い
た
記
憶

の
あ
る
学
び
の
道
具
を
、
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

ご
と
に
紹
介
し
て
、
道
具
か
ら
垣
間
見
え
る
学

校
生
活
の
一
端
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
な
か
か
ら
、「
触
れ
る
」
で
紹

介
し
て
い
る
埴は
に
わ輪
や
土
器
・
石
器
の
模
型
、
考

古
学
的
教
材
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
教
科
書
に
焦

点
を
あ
て
て
、
学
校
教
材
の
な
か
の
考
古
学
に

つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
学が
く

制せ
い

」
の
発
布
に
よ
っ
て
、「
邑
（
む
ら
）ニ
不
学
ノ

戸
ナ
ク
家
ニ
不
学
ノ
人
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
」
と
国

民
皆か
い

学が
く

の
方
針
が
示
さ
れ
た
一
八
七
二
（
明
治

五
）
年
、
文
部
省
か
ら
小
学
校
（
高
等
小
学
）

の
史
学
大
意
用
教
科
書
と
し
て
『
史し
り
ゃ
く畧
』
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
以
来
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）

年
に
、
文
部
省
よ
り
『
く
に
の
あ
ゆ
み
』
が
発

行
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
多
く
の
歴
史
教
科
書
は
、

『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』（
以
下
、「
記
紀
」）

の
記
述
を
も
と
に
し
た
神
話
を
、
歴
史
の
出
発

点
と
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
一
八
七
七

（
明
治
一
〇
）
年
の
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
に
よ
る

大
森
貝
塚
の
発
掘
調
査
以
来
、
蓄
積
さ
れ
た
近

代
考
古
学
の
研
究
成
果
も
、「
記
紀
」
の
記
述

と
整
合
性
を
と
り
な
が
ら
、
検
定
制
度
の
も
と
、

徐
々
に
歴
史
教
科
書
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
九
〇
三
（
明
治

三
六
）
年
に
教
科
書
の
国
定
制
度
が
成
立
し
て

以
後
、
考
古
学
的
教
材
の
多
く
が
、
歴
史
教
科

書
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、一
九
三
九（
昭
和
一
四
）年
、文

部
省
よ
り
翻
刻
発
行
さ
れ
た
国
語
教
科
書
で
あ

る
、『
尋じ
ん

常じ
ょ
う

科
用
小
学
国
語
読
本
』巻
十
二（
④
）

に
、
考
古
学
者
の
浜は
ま
だ
こ
う
さ
く

田
耕
作
が
執
筆
し
た
「
古

代
の
遺
物
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

は
、
当
時
の
考
古
学
と
歴
史
教
科
書
の
距
離
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。
石
器
時
代
、
青
銅
器
時
代
、

鉄
器
時
代
か
ら
な
る
三
時
代
区
分
法
を
日
本
史

に
適
用
し
て
、
神
話
の
世
界
と
は
ま
っ
た
く
別

の
考
古
学
に
基
づ
い
た
歴
史
を
叙
述
し
た
こ
の

文
章
は
、
同
時
期
の
歴
史
教
科
書
の
冒
頭
が
、

「
天
皇
陛
下
の
御
先
祖
を
、
天
照
大
神
と
申
し

学
校
教
材
の
な
か
の
考
古
学 

―
教
科
書
と
考
古
資
料
模
型
―

③巽一太郎模作埴輪、上品の舞姫

②日本太古遺物模型（ノーベル社製作）

①郷土資料館大ケース正面

④小学国語読本　巻十二（国定第四期）

あ
げ
る
。」
か
ら
は
じ
ま
る
の
と
は
対
照
的
で
す
。

　

一
方
で
、
考
古
資
料
模
型
は
昭
和
の
は
じ
め

頃
に
も
す
で
に
、
製
造
・
販
売
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
日に

本ほ
ん

太た
い

古こ

遺い

物ぶ
つ

模も

型け
い

（
②
）
を
製
作
し
た

ノ
ー
ベ
ル
社
に
よ
れ
ば
、
同
模
型
は
、
実
物
の

考
古
資
料
を
教
材
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
少

な
く
な
っ
た
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
頃
か
ら
、

一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
頃
ま
で
製
作
し
て

い
た
模
型
で
、
戦
前
・
戦
中
に
は
主
に
中
学

校
・
高
等
女
学
校
に
向
け
て
、
戦
後
は
小
学
校

に
も
、
内
容
を
ほ
と
ん
ど
変
え
ず
に
販
売
し
て

い
た
と
の
こ
と
で
す
。
模も

作さ
く

埴
輪
（
③
手
前
二

体
）
を
制
作
し
た
巽た
つ
み一

太
郎
は
、
東
京
美
術
学

校
（
現
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
）
を
卒
業
後
、

東
京
帝
室
博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
）
を

経
て
、
戦
後
、
豊
島
区
の
公
立
中
学
校
で
教
き
ょ
う

鞭べ
ん

を
と
り
ま
し
た
。
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

の
舞
姫
（
③
奥
の
一
体
）

は
、
同
氏
が
塑そ

像ぞ
う

と
し
て
制
作
し
た
作
品
で
、

実
際
の
埴
輪
と
は
異
な
る
、
耳
や
指
先
の
細
や

か
な
表
現
が
み
ら
れ
ま
す
。�

（
郷
土　

甲
田
）
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多
く
は
、
狭
く
て
曲
折
し
て
お
り
、
ま
た
す
で

に
水
道
管
や
ガ
ス
管
、
電
話
線
な
ど
が
地
中
に

敷
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
汚
水
や

雨
水
別
に
下
水
道
を
新
設
す
る
こ
と（
分
流
法
）

は
不
可
能
で
し
た
。

　

そ
こ
で
高
田
町
は
、
一
本
の
下
水
道
を
敷
設

し
て
同
時
に
汚
水
・
雨
水
を
通
さ
せ
る
こ
と

（
合
流
法
）
を
計
画
し
た
の
で
す
。
排
水
の
区

画
は
、
天
然
的
区
間
を
基
準
と
し
、
音
羽
・
鶴

巻
川
・
谷
端
川
・
神
田
上
水
の
四
流
路
に
分
別

さ
れ
、
そ
の
下
水
幹
線
の
流
路
の
多
く
は
現
在

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
収
蔵
資
料
展
で
は
、
昭
和
黎れ
い

明め
い

期
に
お

け
る
高
田
町
の
行
政
文
書
を
中
心
に
展
示
し
、

当
時
の
イ
ン
フ
ラ
政
策
や
救
済
施
策
な
ど
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�（
郷
土　

髙
木
）

　

大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
、
豊
島
区
内
の

旧
町（
巣
鴨
・
西
巣
鴨
・
高
田
・
長
崎
町
）の
多
く

で
は
、
急
速
な
市
街
地
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

高
田
町
の
戸こ

数す
う

と
人
口
の
増
え
方
を
み
る
と
、

一
九
一
二（
大
正
元
）年
に
は
、
一
七
四
九
戸
・

六
五
九
五
人
で
し
た
が
、
一
九
三
一（
昭
和
六
）

年
に
は
一
万
二
〇
四
二
戸
に
増
え
、
人
口
も
四

倍
の
四
万
九
九
七
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
が
市
街
地
化
す
る
と
、
土
地
の
利
用
状
況

も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
大
正
元
年
に
二
六

畝
余
（
約
二
五
七
九
㎡
）
あ
っ
た
田
地
が
昭
和

五
年
に
は
二
畝
余
（
約
一
九
八
㎡
）
に
減
少
し
、

七
九
畝
余
（
約
七
八
三
五
㎡
）
あ
っ
た
畑
地
が

一
二
畝
余
（
約
一
一
九
〇
㎡
）
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

実
際
、
神
田
川
沿
い
に
は
田
岡
メ
リ
ヤ
ス

（
大お
お

字あ
ざ

高
田
在
）
や
ラ
ジ
ウ
ム
製
薬
（
同
）
な
ど
、

多
く
の
工
場
が
建
設
さ
れ
、
工
場
経
営
者
と
就

業
者
が
町
に
転
入
し
て
き
て
い
ま
す
（
横
山
恵

美「
北
豊
島
郡
の
工
業
化
に
つ
い
て
」、地
方
史

研
究
協
議
会
編
『
江
戸
・
東
京
近
郊
の
史
的
空

間
』
所
収
、
二
〇
〇
三
年
）。

　

職
業
別
の
割
合
を
み
る
と
、
昭
和
五
年
の
段

階
に
は
農
業
従
事
者
数
三
〇
八
人
に
対
し
、
工

業
は
六
四
七
五
人
で
あ
り
、
総
人
数
に
対
す
る

割
合
は
三
五
．
六
％
で
就
業
者
率
は
第
一
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
は
近
郊
農
村
と

し
て
野
菜
を
中
心
に
栽
培
す
る
こ
と
で
、
生
活

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
姿
は
徐
々

に
失
わ
れ
、
町
は
工
業
都
市
へ
の
道
を
歩
み
、

近
代
化
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

急
速
な
町
の
発
展
は
、
多
く
の
富と
み

を
産
出
し

ま
し
た
が
、
一
方
で
ゴ
ミ
対
策
や
下
水
道
整
備

が
遅
れ
、
そ
の
結
果
伝
染
病
が
流
行
し
ま
し
た
。

主
な
伝
染
病
は
腸
チ
フ
ス
、
疫え
き

痢り

・
赤せ
き

痢り

、
ジ

フ
テ
リ
ア
、
猩し
ょ
う
こ
う
ね
つ

紅
熱
な
ど
消
化
器
系
の
感
染
症

で
、
人
口
一
〇
〇
〇
人
に
対
し
五
人
の
患
者
数

で
し
た
（『
豊
島
区
史
』
通
史
編
二
）。

　

郷
土
資
料
館
蔵
の「
高
田
地
区
関
連
文
書
類
」

に
は
、「
下
水
道
計
画
説
明
書
」
と
い
う
文
書

が
残
さ
れ
て
お
り
、
下
水
道
敷ふ

設せ
つ

に
関
す
る
情

報
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

回
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
下
水
道
整
備
の
理
由
と
し
て
は
、
東

京
都
市
計
画
事
業
に
よ
る
交
通
網
の
発
達
や
田

畑
が
市
街
地
化
し
て
、
水
路
溝こ
う

渠き
ょ

や
下
水
の
排

泄
が
極
め
て
不
良
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
消
化
器
官
病
患
者
の

発
生
や
悪
臭
・
集
中
豪
雨
に
よ
る
氾は
ん

濫ら
ん

な
ど
公

衆
衛
生
を
懸け

念ね
ん

し
た
計
画
で
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
で
は
、
昭
和
五
年
施
工

で
、
昭
和
一
一
年
竣し
ゅ
ん

工こ
う

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
の
工
事
は
昭
和
一
三
年
ま
で
続
き
、
事
業

は
東
京
市
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
計
画
で
最
も
課
題
と
な
っ
た
の
が
、

下
水
排
除
の
方
法
で
し
た
。
高
田
町
の
道
路
の

高
田
町
の
工
業
化
と
「
下
水
道
計
画
」

高田町下水道流域略図 縮尺1/10,000（計画書内添付）

2014年度秋の収蔵資料展
「高田町にみる豊島区の昭和黎明期」

郷
土
資
料
館
蔵
　
高
田
町
下
水
道
計
画
説
明
書
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■
蚊
帳
は
遠
く
な
り
に
け
り

　

一
般
的
に
、
夏
の
夜
、
就
寝
中
に
蚊
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
蚊か

帳や

に
入
っ
て
い
た
の
は
、
昭

和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
昭
和
四
〇
年
代
頃
ま
で

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
で
は
、
蚊
帳
を
見
た

こ
と
も
使
っ
た
こ
と
も
な
い
人
が
多
く
な
り
、

仲
間
外
れ
に
な
る
こ
と
を
、「
蚊
帳
の
外
に
置

か
れ
る
」
と
い
う
言
い
方
に
実
感
が
な
い
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、夏
の
夕
立
、雷
が
鳴
っ

た
と
き
に
蚊
帳
を
吊
り
、
中
に
入
れ
ば
怖
く
な

く
、
雷
は
落
ち
な
い
と
い
わ
れ
た
経
験
者
も
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

当
館
で
は
、
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
資
料
の
な
か
か
ら

蚊
帳
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
む
か
し
は
、
ど
の
家

で
も
使
っ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
資
料
整
理
を

し
て
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
蚊
帳

　

保
管
し
て
い
る
資
料
が
虫
に
喰
わ
れ
て
い
な

い
か
、
ま
た
、
資
料
番
号
票
が
き
ち
ん
と
つ
い

て
い
る
か
、
①
の
よ
う
に
し
て
点
検
し
ま
す
。

②
は
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
た
蚊
帳
で
す
。
萌も
え

黄ぎ

色い
ろ

（
黄
色
が
が
っ
た
緑
色
）
で
、
周
囲
に
茜あ

か
ね

色い
ろ

（
や
や
く
す
ん
だ
赤
色
）
の
縁
取
り
が
し
て

あ
り
、
麻
織
り
の
布
を
縫
い
合
わ
せ
て
あ
り
ま

す
。
織
目
は
、
当
然
、
蚊
が
入
っ
て
こ
な
い
大

き
さ
で
す
。
蚊
帳
の
隅
に
は
金か
な

輪わ

が
つ
い
て
い

て
、
和
室
の
長な
げ
し押
の
く
ぼ
み
に
は
、
金
輪
が
吊

り
下
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

蚊
帳
の
大
き
さ
は
、
四
畳
か
ら
一
〇
畳
用
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
、
白
地
で
、
裾す
そ

が
青
色
で
ぼ
か
し
た
涼
し
げ
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
昭
和
一
一
年
に
結
婚
し

た
人
が
、
昭
和
三
〇
年
頃
ま
で
使
っ
て
い
た
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
使
用
記
録
と
と

も
に
、
資
料
と
し
て
蚊
帳
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

朝
、
起
き
れ
ば
、
③
の
よ
う
に
、
蚊
帳
を
畳

み
ま
す
。
そ
し
て
、
寝
る
と
き
に
は
、
ま
た
吊

り
ま
す
。
蚊
帳
は
重
く
、
中
に
は
親
子
兄
弟
が

入
っ
て
寝
る
の
で
、
親
や
年
長
の
兄
弟
が
蚊
帳

を
畳
み
ま
し
た
。
畳
み
方
に
も
一
定
の
方
法
が

あ
り
、
畳
み
方
を
間
違
え
る
と
、
吊
る
と
き
に

は
、
と
て
も
面
倒
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

④
は
、
冬
に
使
う
蚊
帳
で
す
。
そ
れ
を
、
紙し

帳ち
ょ
うと

い
い
ま
す
。
和
紙
を
何
枚
も
糊
で
貼
り
合

わ
せ
て
作
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
を
吊
る
の
は
、室

内
に
入
る
隙
間
風
を
避
け
る
た
め
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
寄
贈
者
か
ら
は
、
明
治
か
ら
大

正
時
代
に
使
用
し
た
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
蚊
帳
は
、
子
ど
も
の
玩
具
に
も
み
ら

れ
ま
し
た
。
⑤
は
、
幼
子
が
母ほ

衣ろ

蚊が

帳や

の
な
か

に
い
る
も
の
で
、
こ
れ
は
、
明
治
末
年
生
ま
れ

の
方
の
雛
人
形
の
段
飾
り
の
と
き
、
そ
の
雛
段

の
下
の
方
に
飾
ら
れ
た
も
の
で
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
蚊
帳

　

生
活
様
式
が
変
わ
り
、
網
戸
が
使
わ
れ
、
今
、

蚊
帳
を
使
用
す
る
家
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
感
染
症
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
日
本
の
蚊
帳
が
利
用
さ
れ
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
国
内
で
は
蚊
帳
は
、

電
気
も
薬
品
も
使
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
の
面
か
ら
見
直
さ
れ
て
い
る
点
も
あ
る
よ

う
で
す
。
今
回
は
、
蚊
帳
に
入
る
と
き
の
作
法
、

畳
み
方
等
、
博
物
館
は
も
の
だ
け
を
保
管
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
も
伝
え
る
場
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。�

（
郷
土　

福
岡
）

博
物
館
が
伝
え
る
資
料
の
背
景  

―
蚊
帳
―

① 2014年7月、収蔵庫のある旧第十中学校。ロープ
を張り、蚊帳を下げ、風を通す。

② 庭に作業用の白布を敷き、蚊帳全体を撮影。さ
あ、気持ちを合わせてパチ！

③ 小学校高学年になると畳めるようになる。みん
な！畳み方を覚えてね。

④ 紙製で十畳用。蚊帳に外光が入るようにと、一
部は透明なセロハンのような紙になっている。

⑤ これは天井部が平ら。幼子の昼寝用の簡易な開
閉式の蚊帳もあった。
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現
在
の
〝
目
白
通
り
〟
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
古
道

が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
〝
清き
よ

戸と

道み
ち

〟
の

名
前
で
記
録
に
見
え
る
こ
の
道
の
成
立
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
二
つ
の
考
え
方
が
出
て
い
ま

す
が
、
江
戸
時
代
以
来
の
道
と
い
う
事
は
共
通

し
て
い
ま
す
。
確
か
に
こ
の
道
は
、
江
戸
時
代

に
江
戸
と
練
馬
や
北
多
摩
地
域
を
結
ぶ
大
切
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
す
。し
か
し
〝
清

戸
道
〟
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
見

直
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

※　
　
　

※

　

文
京
区
関
口
付
近
を
起
点
と
し
て
ほ
ぼ
西
に

向
か
う
〝
清
戸
道
〟
は
、
豊
島
区
内
で
は
鎌か
ま

倉く
ら

街か
い

道ど
う

と
直
角
に
交
差
（
目
白
通
り
「
高
田
一
丁

目
」
交
差
点
）
し
た
後
、
南
長
崎
を
経
て
練
馬

区
・
新
座
市
を
横
断
し
清
瀬
市
上
清
戸
・
下
清

戸
付
近
（
武
蔵
国
多
摩
郡
清
戸
）
に
至
る
20
㎞

強
の
街
道
で
す
。（
以
下
、
図
を
参
照
）

　

〝
清
戸
〟
は
隅
田
川
の
支
流
で
あ
る
柳や
な

瀬せ

川が
わ

に
面
し
て
お
り
、
中
世
に
は
柳
瀬
川
を
使
っ
た

舟し
ゅ
う
う
ん
運
の
北
多
摩
地
域
で
の
拠
点
（
物
資
の
集
散

地
）
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
清
戸
の
柳

瀬
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に
は
、
清
戸
の
町
を
正
面

か
ら
睨
む
よ
う
に
、
現
在
〝
滝た
き

の
城し
ろ

〟
と
呼
ば

れ
て
い
る
15
～
16
世
紀
に
機
能
し
て
い
た
城
郭

が
あ
り
ま
す
。
当
時
、
清
戸
と
滝
の
城
は
一
体

の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
中
世
の
軍ぐ
ん

記き

物も
の

『
鎌か
ま

倉く
ら

大お
お

草ぞ
う

紙し

』
に

よ
る
と
、
一
四
五
七
（
長ち
ょ
う
ろ
く禄
元
）
年
に
、
上

杉
持も
ち

朝と
も

が
河か
わ

越ご
え

城
を
、
太
田
道ど
う

真し
ん

・
道ど
う

灌か
ん

父
子

等
が
江
戸
城
・
岩い
わ

付つ
き

城
（
岩
槻
城
）
を
築
城
し

た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
造

ら
れ
た
三
つ
の
城
を
結
ぶ
連
絡
路
が
確
保
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
こ
の
う
ち
の
江
戸
城
・
河
越
城
間
の

連
絡
路
は
、
現
在
の
川
越
街
道
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
『
道
灌
状
』
と
呼
ば
れ
る
太

田
道
灌
の
書
状
に
興
味
深
い
記
事
が
あ
り
ま
す
。

「
江
戸
近
所
豊
島
勘
解
由
左
衛
門
尉
・
同
弟
平

右
衛
門
尉
両
所
構
対
城
候
之
間
、
江
戸
・
河
越

通
路
依
不
自
由
…
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
豊
島
勘
解
由
左
衛
門
と
そ
の

弟
平
右
衛
門
尉
が
、
両
所
（
石
神
井
城
・
練
馬

城
）
に
対
城

4

4

を
構
え
た
の
で
、
江
戸
城
と
河
越

城
の
連
絡
が
不
自
由
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

同
様
の
こ
と
が
『
鎌
倉
大
草
紙
』
に
も
、
豊
島

氏
の
兄
弟
が
「
石
神
井
の
城
・
練
馬
の
城
を
取

り
立
て
、
江
戸
・
河
越
の
通
路
を
切
り
取
り
…
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
を
手
掛
り
に

し
た
謎
解
き
は
、
次
号
に
て
。（
郷
土　

橋
口
）

清
戸
道
の
復
権
（
上
）　
豊
島
の
遺
跡 

第
十
二
回

図　清戸道と周辺の関係遺跡

0 1 2 3 4 5km

滝の城

至川越 至岩槻

清戸

野寺

石神井城

練馬城

江戸城

平塚城

岡城

道

道

荒　川

新河岸川
川

鎌

倉

街

道

柳
瀬

隅田川

神田川

石神井川

江古田原合戦場

川
越

街

清

戸
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集��

後��

記

　
『
か
た
り
べ
』
113
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

秋
風
が
心
地
よ
い
季
節
、
皆
さ
ま
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
出
歩
き
や
す
い

気
候
に
な
り
、
各
地
の
博
物
館
で
、
展
覧

会
が
多
く
開
催
さ
れ
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
豊
島
区
で
も
、
東
京
芸
術
劇
場
五
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
で
、企
画
展「
生
誕
八
〇
周

年
記
念�

横
山
光
輝�

～
昭
和
か
ら
平
成
へ�

マ
ン
ガ
の
鉄
人
が
駆
け
抜
け
た
軌
跡
～
」

（
一
〇
月
一
日（
水
）～
一
〇
月
一
八
日

（
土
））、
郷
土
資
料
館
で
は
、
秋
の
収
蔵

資
料
展
「
博
物
館
資
料
に
な
っ
た
学
び
の

道
具
～
読
む
・
書
く
・
触
れ
る
・
着
る
・

運
ぶ
～
」・「
高
田
町
に
み
る
豊
島
区
の
昭

和
黎
明
期
」（
九
月
五
日（
金
）～
一
二
月

七
日（
日
））
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
両
会

場
は
歩
い
て
十
分
ほ
ど
の
距
離
で
す
の

で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
郷
土
資
料
館
の
学
芸
員
が

わ
か
り
や
す
く
展
示
を
開
設
す
る
、「
展

示
み
ど
こ
ろ
解
説
」
は
、
九
月
二
七
日

（
土
）、一
〇
月
二
五
日（
土
）、一
一
月
二
二

日（
土
）の
一
四
時
か
ら
開
催
い
た
し
ま

す
。
当
日
、
展
示
室
で
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。�

（
郷
土　

甲
田
）
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左
の
二
点
は
、
絵
画
で
あ
り
な
が
ら
絵
画
と

は
思
え
な
い
よ
う
な
、
い
び
つ
な
形
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
作
者
の
手
に
よ
っ

て
大
胆
に
切
断
さ
れ
た
の
で
す
。
元
々
は
一
つ

の
大
き
な
作
品
で
し
た
。
①
の
左
下
に
見
え
る

腕
の
一
部
と
黒
い
衣
服
は
、
②
の
女
性
の
左
肘

と
ス
カ
ー
ト
部
分
に
ぴ
た
り
と
重
な
り
ま
す
。

　

こ
の
作
品
《
ひ
と
び
と
》
は
、
な
ぜ
切
断
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

作
者
は
、
福
島
県
出
身
の
画
家
・
吉よ
し

井い�

忠た
だ
し

（
一
九
〇
八
―
一
九
九
九
）
で
す
。
福
島
中
学

を
卒
業
後
、
一
八
歳
で
上
京
。
太
平
洋
画
会
研

究
所
に
入
り
、
麻あ
そ
う生
三さ
ぶ
ろ
う郎
や
寺て
ら

田だ

政ま
さ
あ
き明
ら
と
親

し
く
交
流
し
ま
す
。
豊
島
区
に
住
み
始
め
た
の

は
一
九
三
七
年
で
す
。
以
来
六
〇
年
余
（
＊
）

豊
島
区
を
拠
点
に
、
い
か
に
「
人
間
」
を
描
く

か
、
と
い
う
こ
と
を
追
求
し
続
け
ま
し
た
。

　

吉
井
が
自
ら
の
自
画
像
と
も
呼
ぶ
、
群
像
を

描
い
た
作
品
の
一
つ
が
《
ひ
と
び
と
》
で
す
。

空
の
ボ
ウ
ル
を
手
に
虚う
つ

ろ
な
表
情
を
浮
か
べ
る

女
性
に
、
顔
を
手
で
覆お
お

い
嘆
き
哀
し
む
女
性
、

女
性
の
腕
の
中
で
ぐ
っ
た
り
し
た
裸
の
子
と
そ

れ
を
見
つ
め
る
少
女
た
ち
。
地
面
に
は
白
骨
化

し
た
仰
向
け
の
頭
部
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

失
わ
れ
た
全
体
像
は
、
残
さ
れ
た
下
絵
③
か

ら
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
右
端
に
は
、

座
り
込
む
女
性
と
裸
の
子
を
見
つ
め
る
男
性
が
、

中
央
下
に
は
、
地
面
に
倒
れ
込
ん
だ
人
物
と
車

輪
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

一
九
四
五
年
四
月
一
三
日
深
夜
か
ら
一
四
日

未
明
に
か
け
て
の
城
じ
ょ
う

北ほ
く

大だ
い

空く
う

襲し
ゅ
うで
、
豊
島
区

の
約
七
割
が
焼
失
し
ま
し
た
。
空
襲
時
、
画
家

仲
間
の
ア
ト
リ
エ
の
消
火
に
奔
走
し
た
吉
井
は
、

空
襲
後
、
焼
野
原
の
様
子
を
い
く
つ
も
ス
ケ
ッ

チ
し
、
記
録
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
三
年
後

の
一
九
四
八
年
に
、
空
襲
の
記
憶
を
作
品
の
中

に
刻
印
し
た
の
が
《
ひ
と
び
と
》
な
の
で
す
。

　

背
景
に
澄
み
渡
る
青
い
空
と
は
対
照
的
に
、

空
襲
後
の
乾
い
た
焦
土
が
、
遥は
る

か
地
平
線
の
彼

方
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
嘆
き
、
う
な
垂だ

れ
、
茫ぼ
う

然ぜ
ん

と
す
る
人
々
の
中
で
、
地
面
に
す
っ

と
立
つ
裸
足
の
少
年
の
姿
が
、
悲
し
み
の
象
徴

の
よ
う
に
も
、
絶
望
か
ら
立
ち
上
が
る
一
筋
の

希
望
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
吉
井
は
な
ぜ
作
品
を
切
断

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
は
や
吉
井
に
そ
の
答

え
を
聞
く
こ
と
は
叶か
な

い
ま
せ
ん
。「
父
が
絵
を

切
っ
た
こ
と
に
は
、
特
に
理
由
な
ん
て
な
い
の

よ
」
と
長
女
の
爽あ
き

子こ

さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

意
味
の
あ
る
こ
と
と
、
無
い
こ
と
。
作
品
を

見
る
・
読
む
こ
と
の
不
思
議
が
、こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
中
に
も
潜ひ
そ

ん
で
い
ま
す
。�（
美
術　

清
水
）

＊
戦
中
戦
後
の
、
福
島
に
疎
開
し
て
い
た
期
間
を
除
く
。

③ 吉井忠《ひとびと》制作年不詳、水彩・墨・コンテ・鉛
筆・紙、51.0×67.4㎝、豊島区蔵

③

① 吉井忠《ひとびと》1948年、油彩・カンヴァス、144.5×156.0㎝、豊島区蔵
②吉井忠《ひとびと》1948年、油彩・カンヴァス、98.0×64.2㎝、豊島区蔵

②

①


